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ア
ロ
マ
１
級

精
油
の
抽
出
方
法
／
製
造
方
法

２
◦水蒸気蒸留法

最も多く用いられている抽出方法。
① 蒸気を発生させ加熱。
② 熱と圧力で芳香成分（精油）の細胞壁が壊され放出。
③ 冷却水で冷やされる。
④ 蒸気は冷やされて液体になる。
⑤ 精油と芳香蒸留水になる。

芳香蒸留水（ハイドロゾル）
ローズウォーター、ラベンダー
ウォーターなど
製造の際にできる芳香成分が
微量に溶け込んだ水。

精油の蒸気

加熱

冷却水

原料植物

精油
芳香
蒸留水

◦圧搾法
加熱しないため成分がほとんど変化することなくフレッ
シュな精油が得られる。その反面、劣化が早い。
機械を用いて抽出。昔は手でつぶして海綿に吸収させて

いた。
◦冷浸法（アンフルラージュ法）

動物性油脂の上に花びらを並べて精油を溶け出させた「ポマード」と
いう芳香成分の固まりを作った後、精油と油脂を分離させる方法。
◦溶剤抽出法

ジャスミンやバラなど。揮発性溶剤に浸けて抽出。
有機溶剤に芳香成分を溶かし出した後、溶剤を蒸発させた芳香成分の
固まりは「コンクリート」と呼ばれる。

溶剤を用いて抽出した精油のうち、花からのものは「アブソリュー
ト」、樹脂からのものは「レジノイド」と呼ばれる。
◦超臨界流体抽出法

高圧の二酸化炭素を用いて抽出。芳香成分は「エキストラクト」と呼
ばれる。

水蒸気蒸留法より自然の植物に近い香り。コストがかかるため一般的
ではない。

精油の原料となる植物は学名（学術名）で分類。世界共通の名称。
属名と種小名から構成。ラベンダー　Lavandula   angustifolia
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（属名）　　  （種小名）

メ　モ

ア
ロ
マ
１
級

Ⅳ
精
油
の
基
礎
知
識

１■
精
油
の
抽
出
箇
所

花
・
葉
・
果
皮
・
果
実
・
心
材
・
根
・
種
子
・
樹
皮
・
樹
脂
　
等

■
香
り
の
成
分　
芳
香
物
質
の
役
割

誘
引
効
果
・
忌
避
効
果
・
抗
菌
・
抗
真
菌
効
果

■
精
油
の
特
徴

芳
香
性
・
揮
発
性
・
親
油
性
・
引
火
性

■
精
油
の
代
表
的
な
作
用

◦
去
痰
作
用
　
◦
鎮
静
作
用
　
◦
鎮
痛
作
用
　
◦
鎮
痙
作
用
　

◦
消
化
・
食
欲
増
進
作
用
　
◦
ホ
ル
モ
ン
調
節
作
用

◦
刺
激
作
用
　
◦
強
壮
作
用
　
◦
免
疫
賦
活
作
用

◦
収
斂
作
用
　
◦
利
尿
作
用
　
◦
殺
菌
作
用
　
◦
抗
菌
作
用

◦
抗
真
菌
作
用
　
◦
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用

◦
殺
虫
・
虫
よ
け
作
用
　
等

ア
ロ
マ
に
お
け
る
法
律
の
適
用

◦
医
薬
品
医
療
機
器
等
法

◦
自
分
が
使
用
す
る
た
め
に
作
る
こ
と
は
規
制
さ
れ
な
い
自
己
責
任
の
原
則

◦
製
造
物
責
任
法　
◦
景
品
表
示
法　
◦
消
防
法

◦
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
に
関
す
る
法
律

◦
医
師
法　
◦
獣
医
師
法

メ
　
モ

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
ア
ー
モ
ン
ド
オ
イ
ル
な
ど
の
植
物
油
と
、
精
油
は
異
な

る
も
の
で
す
。

メ
　
モ
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衛
生
１
級

衛
生
１
級

Ⅹ
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
た
め
の
衛
生
管
理

１■
衛
生
管
理
は
手
洗
い
か
ら

石
け
ん
で
手
洗
い
が
終
わ
っ
た
ら
、
十
分
に

水
で
流
し
、
清
潔
な
タ
オ
ル
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ

ル
で
よ
く
ふ
き
取
っ
て
乾
か
し
、
手
指
消
毒
剤

で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

手
指
消
毒
剤
は
、
だ
い
た
い
３
カ
月
か
ら
半

年
く
ら
い
で
使
い
切
れ
る
量
の
も
の
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
環
境
中
の
細
菌
が
混
入
す
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
、
開

封
し
て
他
の
容

器
に
小
分
け
を

す
る
な
ど
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

正しい手の洗い方

◦爪は短く切っておきましょう
◦時計や指輪は外しておきましょう

〈アルコールによる消毒〉

手洗いの
前に

流水でよく手をぬらした
後、石けんをつけ、手の
ひらをよくこすります。

❶

❹

❷

❺

❸

❻

指の間を洗います。

手の甲をのばすようにこ
すります。

親指と手のひらをねじり
洗いします。

指先・爪の間を念入りに
こすります。

手首も忘れずに洗いま
す。

セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
の
身
だ
し
な
み
と
衛
生
管
理

２■
身
だ
し
な
み

◦
常
に
清
潔
な
服
装
（
施
術
用
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
）、
衣
服
に
動
物
の

被
毛
な
ど
が
付
い
て
い
な
い
か
も
こ
ま
め
に
確
認
し
ま
す
。

◦
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
体
臭
、
口
臭
、
喫
煙
臭
に
も
気
を
つ
け
ま
す
。

◦
爪
を
短
く
切
り
、
お
客
様
一
人
ご
と
の
施
術
前
及
び
施
術
後
に
は
手

指
の
洗
浄
、
消
毒
を
し
ま
す
。

◦
施
術
中
は
頭
髪
や
顔
を
触
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

◦
頭
髪
は
乱
れ
な
い
よ
う
に
束
ね
た
り
、ピ
ン
で
留
め
る
な
ど
し
ま
す
。

◦
手
に
傷
が
あ
る
場
合
は
必
ず
使
い
捨
て
の
手
袋
を
着
用
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

■
設
備
・
環
境

◦
器
具
、
機
器
、
備
品
な
ど
は
常
に
消
毒
を
施
し
、
安
全
性
を
確
認
し

て
使
用
し
ま
す
。

◦
器
具
類
を
消
毒
す
る
消
毒
液
は
適
正
な
濃
度
の
も
の
を
調
製
し
、
清

潔
に
保
ち
ま
す
。

◦
室
内
は
毎
日
清
掃
し
、
い
つ
も
清
潔
で
衛
生
的
に
保
ち
ま
す
。

◦
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
も
こ
ま
め
に
消
毒
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◦
排
水
口
は
廃
棄
物
の
流
出
を
防
ぎ
、
排
水
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
一
日
一
回
以
上
清
掃
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
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